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まあね。ほとんどの人がそう思ってるんじゃないかと…。

「定年退職」は人生の一大イベントだということは理解してる

つもりだけど、実際はなかなか簡単にはいかないんだよね。

定年を迎えて、退職金の事を考えて

選択して、手続きが終わったら

他にすることなんてないと思ってた。

「６０歳から老後」、なんて全然思えない。みんな心身ともに若い。

これから第２の人生が始まる！！って、思えるくらい元気。

公的年金もまだまだ必要ない人も多いんじゃないかな。

定年後も元気なうちは働いて、とても充実した「企業年金」を

受け取ることが出来る君は、「公的年金」の受け取りは先延ばしに

することが出来るかもしれないね。でも、一応「公的年金」の

「繰下げ」と「繰下げ」についても簡単に説明しておくよ。

ほんと、そうなのよねぇ。

定年とは言っても、まだまだ働くしね…

ただの「区切り」ぐらいにしか思ってないわ。

そうよー！！私も若い子には負けてない！

これからも働いて、老後のお金を貯金して

悠々自適なおばあちゃんになるんだからー。



公的年金の「繰上げ」・「繰下げ」を簡単に説明。

そうそうこれは、６０歳の定年退職時

に

企業年金は、定年退職時の60歳から受け取り開始だったわよねー。

僕は本来、企業年金が専門だから、豆知識程度の説明だけにしておくよ。

繰上げた月数繰上げた月数繰上げた月数繰上げた月数××××0.40.40.40.4％％％％ 繰下げた月数繰下げた月数繰下げた月数繰下げた月数××××0.70.70.70.7％％％％
年金受給額から減額年金受給額から減額年金受給額から減額年金受給額から減額 年金受給額から増額年金受給額から増額年金受給額から増額年金受給額から増額

繰下げ増額率早見表

繰上げ減額率早見表

繰上げ・繰下げ受給は、退職後や老後に必要な生活費に合わせた検討が大切！



＊この内容は、2024年７月現在の「ノーリツ企業年金基金規約」に基づき作成しています。

『公的年金』
ここまで、企業年金から少し離れ「公的年金」を簡単に説明してきました。

内容に物足りない方は是非、『日本年金機構』のHPを覗いて見てください！

「日本年金機構ホームページ」（https://www.nenkin.go.jp/）

それは君が元気で働けるから、今は不要なお金と感じてるだけじゃないの？

退職後、すぐに必要な人もいるだろうし、早くから受け取ってそのお金を

自分で運用するぞ！って言う人もいるよね？ずっと言い続けてるんだけど

みんなそれぞれ、自分の生活に合わせて考えた選択をしなきゃだめだよ。

やっぱり！繰り上げたら減額されるんでしょ！？

だったら絶対、繰下げにした方がいいに決まってる！

うーん。そうだけど。。。

早く受け取って、ずっと減額されたままでしょ？

高齢になってから困りそうな気がするわ・・・

そうだね、未来はわからないもんね。

年金受け取る前に亡くなるかもしれないし、

すごく⻑⽣きするかも。早い遅い、損や得

じゃなくて、将来の自分と向き合うのが大切ね。

そう、そういう事だよ！やっと理解してくれたみたいでよかった。

当然、６５歳で受け取るのというのも、選択の一つだよね。

定年時にすぐ決めなくても、毎日の生活を進めながら、考えながら

自分に合った受け取り方を見つけていけばいいと思うよ。

だからさー、減額とか、増額に踊らされすぎなの！！！

減額されてるのは、６５歳より早く受け取るからでしょ？

増額されてるのは、６５歳より遅く受け取るから当然じゃない！


